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－房総発掘ものがたり－

平成15年度の出土遺物巡回展が、６月14日から浦
安市郷土博物館を皮切りにスタートしました。
この巡回展は、千葉県内で実施された発掘調査の
なかから特に重要な発見のあった遺跡を取り上げて、
その成果をいち早く県民の皆様にご覧いただくため
企画したものです。
当センターからは、旧石器時代の松尾町赤

あか

羽根
ば ね

遺
跡の出土品と奈良時代の千葉市種

たね

ヶ谷津
や つ

遺跡の出土
品を出展しています。
各開催館の日程は次のとおりで、会期中、講演会
や体験教室・解説会などが予定されていますので多
数のご参加をお待ちしています。

H15. ６.14n～H15. ７.13m 浦安市郷土博物館(終了)
H15. ７.19n～H15. ８.10m 県立上総博物館(終了)
H15. ８.16n～H15. ９.15z 県立大利根博物館
H15. ９.20n～H15.10.13z 県立安房博物館
H15. 10.17b～H15.11.３z さわやかちば県民プラザ
H15. 11. ８n～H15.12.７m 県立関宿城博物館
H15. 12.11v～H16. １.18m 八千代市立郷土博物館
H16. １.22v～H16. ２.20b 県立房総風土記の丘
H16. ２.24x～H16. ３.10c 県立中央博物館

さる４月25日、四街道市立中央小学校６年生の
児童42名が体験教室でセンター本部を訪れました。
当日は、展示室で普及課職員から各時代の出土品
についての説明を受けた後、縄文土器を直接手で
さわったり両手で抱えたりして土器の重さや大き
さを実感していました。また、整理室の見学では
土器の接合や貝の選別など実際の作業の一部を体
験するなど熱心に見学していました。
一方、火おこし体験ではセンター職員に手伝っ

てもらいながらチャレンジ。煙は出るけど火はな
かなかつかず悪戦苦闘、あらためて火おこしのむ
ずかしさを実感していました。

体　験　教　室
埋文
レポート

生涯学習フェスティバルのお知らせ

お知らせ
コーナー 平成15年度出土遺物巡回展

火おこしにチャレンジ火おこしにチャレンジ 火おこしにチャレンジ 

浦安市郷土博物館の展示風景浦安市郷土博物館の展示風景 浦安市郷土博物館の展示風景 

２ページの答え：108人

昨年大好評をいただいた生涯学習フェスティバル
が今年も会場をかえて開催されます。
千葉県文化財センターも文化財法人連絡協議会の
一員として参加いたしますのでご案内いたします。
日時：10月11日n～13日z

会場：県立房総のむら
交通：JR成田線｢安食駅｣下車

｢龍角寺台車庫｣行バス　房総のむら下車
催物：勾玉つくり １日４回

火おこし体験 随時
ペーパークラフト 随時

＊催し物は、11日と12日の２日間の開催になります。
問い合わせ
F千葉県文化財センター　資料部普及課
電話０４３－４２２－８８１１
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今回紹介する遺物は、印西市南
みなみ

西
にし

ヶ
が

作
さく

遺跡の平安時代初めの竪穴

住居跡から見つかった墨書
ぼくしょ

土器
ど き

です。このように墨で文字や絵が書

かれた土器を「墨書土器」と呼んでいます。

側面に「佛」の文字が、底部には蓮
はす

と思われ

る花の絵が描かれていました。「佛」は「仏」

の古い字で、奈良時代～平安時代のむらの跡

を発掘調査すると、しばしば見つかります。

一方、絵が描かれた土器はたいへん珍しく、

特に花の絵はこれまでごくわずかしか発見さ

れていません。

市野谷宮尻遺跡は、千葉県北西部、流山市のほぼ中央に位置
し、西側を流れる江戸川まで約２㎞、標高20ｍ前後の台地上に
あります。東京と茨城を結ぶ“つくばエクスプレス”の建設に
伴って発掘調査を行いました。この調査では、100軒もの竪穴

たてあな

住居跡が発見され、そのほとんどが、今からおよそ1,700年前
（古墳時代前期から中期）のものであることがわかりました。そ
こで、むらの中で一番大きな住居の中に、みんなで入ってみま
した。さて、何人いるでしょうか？（答：裏表紙）実際に中で
生活した人々はもっと少ないはずですが、それにしても大きな
家ですね。調査では当時の人々が使っていた土器（土師器

は じ き

）が
たくさん見つかっています。日常使用した食器以外にも、祭

さい

祀
し

に使われたと考えられるミニチュア土器などの、珍しい器
うつわ

もあ
りました。1,700年もの昔、ここは古墳時代の大きなむらだっ
たようです。人々は、いったいどんな暮らしをしていたのでし
ょうか？今後の研究によって、
その様子はさらに明らかになる
ことでしょう。

「1700年前の
大きなむら」

－流山市市野谷宮尻遺跡－

山崎横穴群は、茂原市の中心地

より約3.5㎞ほど西に寄った、一

宮川本流とその支流である豊田川

にはさまれた広大な丘陵地帯に分

布しています。昔から多くの研究

者の調査でこの地域には数多くの

横穴墓が確認されていました。

昭和53年４月から住宅団地を

建設するため、46基の発掘調

査が行われました。これらは

古墳時代の終わり頃に丘陵南斜

面に穴を掘って造られたもので、

１基～３基程度のまとまりで点在

していました。調査によって土

器・鉄釘・鉄鍬・刀・玉類が発見

されました。現在、山崎横穴群の

あった丘陵地帯は、南北約1.8㎞、

東西約1.2㎞が造成され、約1,000

世帯の人たちが住む「茂原緑ヶ丘

ニュータウン」として緑豊かな住

宅地になっています。

い ち の や み や じ り

山 崎 横 穴 群

描かれた蓮の華？
ーむら人の信仰ー

今からおよそ1,200年前のこ

の時代は、都から遠く離れたこ

こ房総の地でも、むらに住む

人々の間に仏教が普及してきた

ころといえます。

丘陵地帯から
ニュータウンへ
変身！
ー茂原市山崎横穴群

や ま ざ き よ こ あ な ぐ ん

ー
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開発前の横穴群（12号～17号）

手前がミニチュア土器

側面の文字

底面の花の絵

調査中の横穴群（１号～４号）

現在の風景

流山市
市野谷宮尻遺跡

印西市
南西ヶ作遺跡 茂原市

山崎横穴群

遺跡の全景遺跡の全景  遺跡の全景 

昔 

今 


